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w. デイルタイにおける Phantasie と

Einbildungskraft 

鵜殿博喜

1. 序

「18世紀の後半からこのかた，ファンタジー（Phantasie），イマジネー

ション (Imagination），想像力（Einbildungskraft），あるいはそれ以外

のどのような名称であろうと，そのようなものが文学創作の中心的役割を

果たしている，という考え方が主流である」（1）という見方が正しければ，

デイルタイがエッセイ風論文集 f体験と創作j に収載した『ゲーテと詩的

ファンタジーj とい 7 論文や，あるいは『詩的想像力と狂気J や『詩人の

想像力。詩学への寄与』のなかで，詩的想像力や詩的ファンタジーについ

て論じているのは，ディルタイにいたるまでの100年以上にわたる文学論

の伝統に連なってのことと考えられなくもない。

しかし，「19世紀の60年代に突知ファンタジ一概念に大きな関心が集ま

るようになった原因はどのようなものかj<2）という間いに対して，重要な

原因のーっとしてリアリズム文学の隆盛が挙げられ，それまで自由を謡歌

していたファンタジーはここにいたって，厳密な探究の組上にのせられる

ことになった。つまり，「リアリズム文学の登場によって，詩人の想像力

が問題にならざるをえなかった。というのは，作家はすべての社会階層を

忠実に写しとるよう求められ，また自身写しとりたいと思う場合，どこに

ファンタジーの自由が残っているか，ファンタジーはそもそもまだ可能な

のかと関われたから」別である。このような文学状況のなかで，ディルタ

イがあるいはフロイトが想像力について精力的に論及しているということ
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は，文学の世界におけるファンタジーの伝統とはまた異なった問題意識に

基づいてのことにちがいない。

1. デイルタイの危機感

ディルタイは1887年に発表した『詩人の想像力。詩学への寄与J (Die 

Einbildungskraft des Dichters. Bausteine fur eine Poetik）の冒頭で，ア

リストテレスからゲーテ，シラーの詩学までをぎっと辿り，「こんにちで

は，あらゆる国で，文学の幅広い分野がアナーキー状態になっている。ア

リストテレスによってつくられた詩学は死んだ」（4）と述べている。つまり，

文学創作および文学享受にさいしての規範が消滅してしまったという認識

である。さらにデイルタイはつづけて言う，「このアナーキーな状態で芸

術家は規則に見離され，批評家は価値を決める基準としてただ一つ残って

いる個人的感情へと押し戻きれている。巨大な展覧会場や大小種類を間わ

ぬきまざまな劇場や貸出図書館に押し寄せる大衆が，芸術家の評価の鍵を

にぎっている」問。 19世紀ににわかに勃興した大衆化の時代。一方で規範

のないまま芸術作品が生産きれ，一方で大衆の趣味が芸術の価値を決める

時代。そのようなディルタイの時代認識は危機感へと変わり，ここでなん

とかみずからの手て噺しい詩学を打ち建てたいという志でこの論文は書か

れたと言ってよいだろう。「このような趣味のアナーキー状態は，つねに，

現実を感じる新しい方法が既存の形式と規則を打破し，いまや芸術の新し

い形式が開花せんとする時代を示している。しかしそのようなアナーキー

はけっして長くつづいてはならない。そして美的思惟と芸術の健全な関係

を回復きせることがこんにちの哲学と芸術史・文学史の生きた課題の一つ

である」（6）。

ディルタイはみずからに負った新しい詩学の創設という課題に立ち向か

っていくわけであるが，そのためにまず詩学の中心問題を考える。「創作

する詩人の役に立ち，読者の判断を導き，美学批評や文学研究にゆるぎな

い拠り所をあたえることが詩学に求められているならば，詩学の中心的問

題，すなわち普遍妥当性なのかあるいは趣味判断や美の概念や技法や技法
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の規則といったことの歴史的変遷なのかという問題に答えなければならな

いJ<7＞。つまり普遍性なのか歴史性なのかという問題に詩学は答えなけれ

ばならないというのである。

ディルタイの詩学問題についての認識は，「どんな経験的，比較的方法

も過去からしか規則を引き出すことができないし，その規則の妥当性はそ

れゆえ歴史的に限定きれていて，そういう規則は新しき，将来性の豊かさ

を見いだしたり評価したりすることはけっしてできない。こういう規則は

後ろ向きで，未来の法則を含みもたない。昔の文学の規範的価値が崩れて

以来，人聞の本性（Natur）からしか美の法則とポエジーの規則を導き出

すことはできない。……いまや詩学は確たる点を心的生のうちに求めなけ

ればならない」（8）というものである。このようにして詩学の問題は心的生

といういさきかやっかいなレベルに移きれた。なぜやっかいかといえば，

心的生とはまさに捉えどころのない世界と思われるからだ。しかしデイル

タイはこの心的生という世界で営まれる詩的創造の秘密に迫ろうとする。

そのとき重要な概念として用いられるのが， Phantasie であり Einbildun­

gs kraft である。

2. ディルタイの想像力論－『詩的想像力と狂気J

ディルタイは1886年 8 月，ベルリンにある軍医養成学校の設立記念日に

招かれ，『詩的想像力と狂気』（DichterischeEinbildungskraft und Wahnｭ

sinn）という題で講演した。これは『詩人の想像力。詩学への寄与j を発

表した年の前年にあたる。また『体験と創作j に収められた『ゲーテと詩

的ファンタジー』の最初の稿が発表きれたのが1877年である。つまりこの

ころデイルタイは精力的に想像力の問題を考えていたわけである。

この講演のなかでデイルタイは，まず，狂気と想像力の類似性につい

て，「昔の人ぴとはすでに，詩人の想像力と夢，幻覚，妄想の類似性を観

察してきた」（9）として，デモクリトスからショーペンハウアーまでの例を

挙げ，またフランスでの精神医学理論に言及しながら，「わたしは，夢想、

者，催眠状態の人，狂人と，芸術家あるいは詩人との共通点を，現実の制
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約にとらわれない，イメージの自由な造形とイメージの結合とする」（10）と

述べている。これについてダンテ， ミルトン，ルソーなどの例を挙げて説

明しながら，今度は相違点に言及していく。ここからがテーイルタイ独自の

想像力論になる。「わたしはいまやこう言いたい，これら相互に類似性の

ある作用は，夢想者，狂人，催眠状態の人においては，芸術家あるいは詩

人の場合とはまったく異なった種類の原因によって生み出きれるのだと。

心的生の最高のもっとも難しいはたらきは，心的生の獲得された連関

(den erworbenen Zusammenhang des Seelenlebens）をまきに意識の向

かう先にある知覚（Wahrnehmungen）や表象（Vorstellungen）や状態

(ZusUlnde）へと作用きせることである。この心的生のはたらきは夢や狂

気のなかでは機能を停止する。それでこの場合は，現実に適応するときに

印象（EindrUcke）や観念（Vorstellungen）や感情（GefUhle）を得る調

整装置のようなものがはたらかない。だからイメージが好き勝手に活動を

やめたりくっつき合ったりする。それにたいして，詩人の想像力において

はこの連関がはたらしそれで結果的に感情，熱情，感覚器官の例外的な

エネルギーだけが現実の境界を越えてイメージを自由に展開させるという

ことになる。天才は病的な現象ではなく，健全な人間，完全無欠な人間で

ある jOll。キーワードはく心的生の獲得された連関〉である。この言葉は

のちのデイルタイの文学論のなかでも重要な役割をはたすことになるが，

ディルタイは『詩的想像力と狂気』のなかでこの概念をはじめて使った。

く心的生の獲得された連関〉とは，ディルタイによれば，「われわれの自

己の生と，その生が呼吸し，悩み，行動する場である環境とのあいだの絶

え間ない相互作用，これがわれわれの生である。この心的生の連関は，こ

んどは，意識の向かう先にある観念や状態にたいして影響をおよぽす。こ

の連関は所有きれ，活動するが，意識されていない。この連関の構成要素

は明確には表きれておらず，はっきりとは分けられていない。構成要素同

士の結合は識別できるほどには際立つていない。しかし意識のなかにある

観念や状態はこの連関へと方向づけれており，この連関によって限定き

れ，決定づけられ，築き上げられる。われわれはこの連関を漠然と所有し
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ているが，この連関は熱情や印象を調整し制御する」(12）と説明される。つ

まりく心的生の連関〉とは，われわれの心が外部から刺激きれ，その結果

生じる感情や観念が放縦気ままに発露きれるのではなく，それらを調整し

ながら表現させる機能を有するもの，ということになる。

ディルタイは『詩的想像力と狂気j のなかで，一見類似した現象である

この両者を，く心的生の連関〉の有無によってはっきり弁別した。そして

さらに加えて想像力に心理的法則があるのを見る。「詩的想像力によって

できた作品には，心理的法則（psychologische Gesetze）がはたらいてい

る。……想像力はこの合法則性をもって詩人のうちで作用するのであるか

ら想像力は典型的なもの（das Typische），理想主義的なもの（das

Idealistische）を生みだす」（問。デイルタイはこの心理的法則を，さまざ

まな文学的事例をもとに帰納的に考えて発見したようであるが，想像力の

法則性はたちまち硬直化して一つのドグマになる危険性を苧んでいる。た

とえばデイルタイはこういう例を挙げる。「ファウスト， リチヤード（三

世），ハムレット， ドン・キホーテの本質的な部分はきっと繰り返される

であろう。新しいところでは，慎ましい若者ヴイルへルム・マイスターか

カッパーフィールドが，さりげない始まりから悪しき状況をくぐり抜けて

生の自由へと登っていくさまが見られるであろう。つまりこれはなんとい

ってもわれわれ現代のイーリアスとオデッセーなのだ。こういうことすべ

ては必ずや繰り返されるであろう。なぜなら，どこででも同じ法則が想像

力と人間の本性を支配しているからだ」（凶。つまりデイルタイが発見した

と思った心理的法則の裏には，ディルタイの特定の文学にたいする噌好が

隠されていると思えなくもないからだ。それは，「天才は健全な人間であ

る」という表現とも通底しているように思われる。だから「健全であるこ

との強調は，ディルタイがなぜゲーテやドイツ古典主義者一般を偏愛した

のか，なぜ彼はシェイクスピアを敬い， リアリストたち， とりわけディケ

ンズにーというのは，ディケンズは彼の意見によれば，パルザックのよう

な人のペシミズムに侵されていなかったから－力を注ぎ，自然主義を批判

したのか，の理由でもある」｛聞といっょっな批評がなされるのであろう。
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3. ゲーテと詩的ファンタジー

f体験と創作』（Das Erlebnis und die Dichtung）のなかに収載きれた

『ゲーテと詩的ファンタジーJ (Goethe und die dichterische Phantasie) 

は，ディルタイのファンタジー観を考えるうえで重要である。このエッセ

一風論文は， 1877年に「民族心理学雑誌」（Zeitschrift fur Volkerpsyｭ

chologie）に掲載きれたのが最初で，それから30年近くたって， 1905年に

論文集の『体験と創作』に収められた。初版の序文によれば，この論文は

修正と補足がなされたといフことであるが，この初版もまた，翌1906年に

はすぐさま改訂きれ，その序文によれば，「わたしはこの第 2 版を，世界

文学の視点でゲーテの性格づけをするために書き換え，拡張した。わたし

はゲーテをこの書の中核にしようとしたJ＜附とのこと。「わたしは内的に

連関する 3 つの論文を選ぴ，この内的連関を完全にするために，へルダー

リンについての論文をあらたに加えた」(17）と述べている初版の序文から第

2 版は一歩踏み出して，ゲーテ論文を要の位置に置いたわけである。これ

によってゲーテ論文は量的にもかなり大きなものになった。その後きらに

亡くなる前年の1910年には改訂第 3 版が出版きれた。この第 3 版も修正が

施きれたが，それはもはや部分的なものにすぎない。この第 3 版が結局決

定版となった。ちなみに第 4 版には， 1912年10月の日付がついた G. M. 

というイニシャル名の短い序文が置かれている。おそらくディルタイの弟

子の Georg Misch であろう。その序文にはこう書かれている，「この新版

は，デイルタイの死によって，前の版と切り離されている。 1911年10月 1

日に彼は78歳の生涯を閉じた。彼の若き日の精神が息づくこの書物はもは

や変えられることはないJ<l8）。

第 2 版以降には，初版にはなかった「詩的ファンタジー」という項目が

加えられた。といつことは，これはデイルタイが晩年になってあらたに書

き下ろした文章だといフことだ。つまりデイルタイの詩的ファンタジー論

のまとめのようなものと言えよう。そこでこの項目を中心に詩的ファンタ

ジーの問題を考えてみたい。
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論文の表題が「ゲーテと詩的ファンタジー」となっていて，表題のすぐ

あとにはゲーテのファンタジー讃歌の詩が置かれ，論文の冒頭は，「詩人

のファンタジー，実体験や伝承きれてきたものなどの素材とファンタジー

の関係，過去の詩人たちの作品とファンタジーとの関係，この創造的ファ

ンタジーの特有の形態，そしてそのようなファンタジーとの関連から生ま

れる文芸作品の特有の基本形態，これこそあらゆる文学史の中心である。

近代のドイツの詩人のなかで，ゲーテほど創作にあたってファンタジーを

中心にすえた人はいないし，作品の理解のためにはファンタジーの本質を

しっかり洞察しなければならないと，ゲーテほど求めた人はいない」（19)

と，ファンタジーの重要性が強調きれているわりには，論文全体でファン

タジーに言及きれている分量はけっして多いとはいえない。むしろ論文集

全体のタイトルである「体験と創作」がこの論文の中心的テーマであると

言ったほうが，より内容にかなっている。デイルタイがこのゲーテ論文を

論文集の要にした意味は，この論文の内容を見れば，首肯できる。とはい

え，ディルタイのいう体験はファンタジーとは無縁に考えられているわけ

ではなく，ファンタジーの理解なくしては体験の理解もおぼつかなくなる

であろう。

ディルタイはまず，「ファンタジーは人聞の日常のいとなみとはまった

く異なった不思議な現象のように見えるが，しかしそれはある種の人びと

の人並みはずれた強力な構想力（Organisation）にすぎないのであり，一

定の基本的プロセスのもつまれにみる強きがそのような構想力を生み出し

ている」（20）と言って，ファンタジーと基本的フ。ロセス（elementare Vorｭ

gange）の関係を問題にする。ここでの基本的プロセスとは，あとで心的

生の（des psychischen Lebens）基本的プロセスとも言われるもので，知

覚（Wahrnehmung）から記憶（Gedachtnis）を経て再現（Reproduk­

ti on）にいたる経過を表す。ちなみに「心的生の連関J という場合の「心

的生」は dasseelische Leben であり，「心的生の基本的プロセスJ のほう

が心理学的臭いを強〈感じさせる。それはともかく，心的生の基本的プロ

セスとファンタジーが関係ある以上，心的生の基本的プロセスとはなにか
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を考えてみる必要があろう。

われわれがある対象を知覚するとき，対象はそのままの形で記憶に取り

込まれるわけではない。とりわけ詩人の場合，「生活状況，気分，情熱が

根源的な力をもって詩人の内で知覚による形成を促す」（2九普通人の場合

でも，「表象（Vorstellung）は意識するたびにおなじ姿で現れることはな

いと同様に，最初に意識されるときもそっくりそのままの形で再現きれる

ことはない」（22）。「知覚がひとたび表象に変わると，まだどれほど鮮明で

明白な表象でも，記憶に残っている像には，知覚の過程に含まれている要

素のほんの一部が表象されるにすぎない。そして，なにしろ機械的にしか

記憶されないこの時点においてすでに，イメージの全体像をいきいきと匙

らせようとすると，あとからイメージを形成しようとする試みがなされて

いることはまぎれもない事実である。しかし，知覚と表象のあいだに別の

イメージが挟み込まれて，そうしていぎ知覚したものを完全に呼び戻そう

とすると，記憶のなかの表象はある内的な視点から構築きれる」（23）。「た

いていの場合，ある種の知覚作用によって記憶のなかに瞬間的な像を結ぶ

ような個々の印象を呼び戻そっとするのではなしそのどれもが対象物を

全面的に代表するような表象もしくは表象の結合を呼び戻そうとするので

あるならば，そのような表象の構築はありきたりの再現といったものでは

なくて，芸術的な模倣の構築のほうにはるかに近づいている。要するに，

記憶に基づかない想像力がないよフに，すでに想像力の側面を含みもたな

い記憶も存在しないのである。記憶を呼び戻すという行為は同時に記憶の

変容でもある」例。

あるものを知覚し，それを記憶して，記憶したものを表象する。このプ

ロセスには当然のことながら，さまざまな操作が入る。詩人ならずとも，

知覚の段階ですでに，心的あるいは外的諸要因の影響を受ける。知覚した

ものが記憶されるとき，そこでつくられる「心象は，条件が同じであって

も，人によって，明るさと強き，感じ方と具体的なイメージの度合いがま

ったく異なっている。色もなければ音もない影のような表象から，目を閉

じたときの視空間のなかで描くことのできる事物や人聞の形態にいたるま

(296) 



で，まったく異なった形が再現きれる」｛向。そして記憶したものを再現し

ようとするときもまた，表象は再構築きれる。対象は，あるがままに知覚

きれ，記憶きれ，再現きれるわけではない。そこで，このような心的生の

基本的プロセスはどのような創造的成果を生み出すことになるのかという

ことが問題になる。

ディルタイは，「詩人の文学的性質はすでに，知覚から記憶，記憶から

再現という単純なフ。ロセスのもつ力にはっきりと現れ，その力が，性格，

運命，状況のイメージなどじつに多種多様なイメージを意識のなかで動か

す。そのときわれわれは記憶それ自体に，想像力と似た性質があることを

発見する。つまり，われわれの心のなかにあるイメージの生命のすみずみ

にまで変容が及ぶのである」（26）と言って，このプロセスの記憶のところに

想像力と似た性質を見いだす。したがって，「記憶のなかで起こるイメー

ジの変容とイメージ同士の連関の変容は，想像力に特有のイメージの形成

過程を考えるうえでもっとも単純でそれゆえもっとも有益な事例」（27）とな

る。イメージの変容はじつにきまざまな形でおこなわれる。足したり引い

たり，掛けたり割ったり，ときには無意識に，ときには恋意的に奔放に，

このようにして無数の具体的な形象が生み出きれていく。イメージで考え

るということが起こり，過去のイメージが一新きれ，未来のイメージが構

想、きれる。これは想像力によるイメージの形成過程でもある。「このよう

な一連のイメージの形成過程を生じさせる力は，生によって喜ぴ，苦し

み，気分，情熱，意欲へときまざまに揺れる心情の深みに由来する jC28）。

つまり心情の深みから自由なファンタジーの展開による詩の創作へという

流れが見られるといつことになる。イメージのさまざまな変容は想像力に

よるイメージ形成と重なり，それはファンタジーの特性そのものでもあ

る。それではこのファンタジーの特性はどのよフにして詩的ファンタジー

になっていくのか。これがディルタイのつぎの問題意識である。

ディルタイはファンタジーのメカニズムと現実を覆い隠す心的行為を区

別する。現実を覆い隠す心的行為とは，「日常のなかの，誕生，愛，死の

ような人生の大事は，昔からおこなわれているように，現実を覆い隠し，
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現実から目をそらさせることによって美化される」（29）ということである。

それにたいしてファンタジーは日常の世界とはちがう別の世界をっくりあ

げる。それは夢という形をとったり，あるいは遊ぴのなかで無意識的にも

うひとつの別な世界をっくりあげる。宗教的ファンタジーも，宗教的な目

的から離れていくと，日常とは別の世界だけが意義をもつようになる。こ

のようなファンタジーの性質は詩的ファンタジーを考えるうえでの基本と

なる。

「詩的ファンタジーは，詩的世界の形成がおこなわれる心的プロセスの

最高の精華である。この心的プロセスは，つねに体験と，体験をとおして

つくられた物事の理解の仕方の基本にもとづいている。詩的ファンタジー

は生の状況に左右され，詩的ファンタジーを見れば，生の状況が詩人の知

覚の形成にいかなる影響を及ぼしているのかがわかる。内的フ。ロセスが知

らず知らずのうちに詩人の知覚形成のすみずみにまで力を及ぽしていく。

内的プロセスは詩人の生きている世界の色と形の形成に関わりつづける。

まきにここで詩人における体験とファンタジーの関係がわれわれに明らか

になりはじめる。詩的世界は，ある出来事から詩人が作品の構想を思いつ

くまえに，また詩人が作品の最初の 1 行目を書きとめないうちに，すでに

存在する。この心的プロセスによってポエジーの世界が生じる過程，およ

び個々の詩的世界が形成きれる過程の法則は，生の現実にたいしてどのよ

うな態度をとるかによって決まるのであって，そのような法則は経験の要

素が認識の構成にあたえる影響関係とはまったく異なったものであ

る」（30）。詩的ファンタジーとは，基本的なプロセスから内的な強い力によ

って詩的形象が高まっていく一連の流れをいっ。そのファンタジーの特性

は，「通常の生活や生の目的から離れた，知らず知らずのうちに法則に則

った創作行為であり，心的力が満ち溢れて生まれる J<3九

ディルタイにとってファンタジーは，無から有をつくりだすものではな

い。重要なことは，「ファンタジーのプロセスにおいてはつねに，具体的

に体験きれた事実内容を別な世界にっくり変えることであり，まったく新

しい内容の創出ではないJ。そしてファンタジーは，意志的であり，法則
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的であり，創造的である。

4 . Einbildungskraft と Phantasie-寸吉ぴに代えて

Einbildungskraft と Phantasie はどのように違うのか。ディルタイの

著作のなかからいくつか用例をとり上げて考察してみたい。なお引用の出

典は，（D）は＂Dichterische Einbildungskraft und W ahnsinnぺ（G）は

"Goethe und die dichterische Phantasie＂とする。

( 1 ) Ich wahle eine der htichsten Leistungen des Seelenlebens,…-- 

: die Einbildungskraft des Dichters. (D) 

詩人の想像力は心的生の最高の成果

( 2 ) Schon die Alten haben die Verwandtschaft zwischen der Einbilｭ

dun~skraft des Dichters und den Tr~umen, Halluzinationen und 

W ahnideen beobachtet. (D) 

詩人の想像力と夢の類似性

( 3 ) Ein Symptom hδchst auBerordentlicher Art, diese Einbildungsｭ

kraft, welche einen solchen uns alle Uberdauernden und Uberｭ

ragenden unsterblichen Menschen zu schaffen vermag. (D) 

不滅の人間を創造できる想像力

( 4) In volligen Gegensatz gegen diese Zusrnnde zeigt uns die geniale 

Einbildungskraft eine freie Entfaltung der Bilder und ihrer 

V erbindungen,……(D) 

天才的想像力はイメージやイメージの結合を自由に展開させる

( 5 ) So walten in den W erken der dichterischen Einbildungskraft 

psychologische Gesetze. ……(D) 

(299) 



詩的想像力が生み出す作品では心理的法則が支配

( 6 ) Und aus dieser GesetzmaBigkeit, mit welcher die Einbildungsｭ

kraft in dem Dichter wirkt,……(D) 

想像力は法則に則って詩人のうちではたらく

( 7 ) Aus diesen V organgen k5nnen nun die Selbstzeugnisse der Dich・

ter Uber das Wirken der Einbildungskraft in ihnen verstanden 

werden. Der einfachste Fall, gleichsam das Urphanomen der 

Einbildungskraft, liegt in der Entfaltung der Bilder vor, welche 

Goethe an sich beobachtete. "lch habe die Gabe, wenn ich die 

Augen schloB und mit niedergesenktem Haupte mir in die Mitte 

des Sehorgans eine Blume dachte, so verharrte sie nicht einen 

Augenblick in ihrer ersten Gestalt, sondern sie legte sich 

auseinander, und aus ihrem Innern entfalteten sich wieder neue 

Blumen aus farbigen, wohl auch grUnen Blattern. Es waren keine 

natUrlichen Blumen, sondern phantastische, jedoch regelmaBig 

wie die Rosetten der Bildhauer. Es war unm5glich, die hervorｭ

sprossende SchOpfung zu fixieren." (D) 

想像力の原現象の事例としてのゲーテの言葉

「わたしには天賦の才があって，目を閉じこうべを垂れて視野の真

ん中に一本の花を思い浮かべると，その花は一瞬たりともはじめの

形にとどまることなしばらばらになり，そしてその花の内部から

ふたたぴ色とりどりの花弁や緑の花弁からなる新しい花が咲きで

た。それは自然界にある花ではなく，空想の花であるが，しかし彫

刻家のつくるロゼットのように均整がとれている。創造の息吹を止

めることはできないJ

( 8) die Einbildungskraft, welche aus den gegebenen Elementen neue 
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Verbindungen herstellt,……(G) 

想像力は所与の要素から新しい結合をつくりだす

( 9 ) wie es keine Einbildunp;skraft gibt, die nicht auf Gadachtnis 

beruhte, so gibt es kein Gedachtnis, das nicht schon eine Seite der 

Einbildungskraft in sich enthielte. (G) 

記憶と想像力の相関関係

(10) Ich unterscheide nun zunachst hiervon das Wirken der Phantasie, 

in welchem sich eine von der Welt unseres Handelns unterｭ

schiedene zweite Welt aufbaut. So auBert sich die Einbildungs咽

kraft unwillktirlich in den Gebilden des Traumes, welcher der 

alteste aller Poeten ist. ( G) 

ファンタジーのはたらきによってわれわれの行為の世界とはちがう

別の世界がつくられる

想像力は夢という形で無意識のフちに現れる。想像力は人聞が現実

のしがらみから自由になろっとするとき，生それ自体のなかに無意

識的にもうひとつ別な世界をつくりだす

(11) Die Phantasie tritt als Wunder, als ein von dem Alltagstreiben 

der Menschen ganzlich verschiedenes Phanomen gegentiber, ist 

aber doch nur eine machtigere Organisation gewisser Menschen, 

welche in der seltenen Starke bestimmter elementarer Vorgange 

gegrUndet ist ;…(G) 

ファンタジーは人並みはずれた強力な構想力で，深い内的プロセス

の強きがそのような構想力を生みだす

(12) Die N atur war ihm ein Allebendiges, bedeutete ihm Kraft zur 

Gestaltung, wie er sie in sich selber als schaffende Phantasie 
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erlebte. (G) 

創造的ファンタジーは形成カ

(13) In ihr (der bildenden Kunst) bringt die Phantasie das Typische 

in den Formen der Natur zu reiner Darstellung, und so setzt sie 

das unbewuBte Schaff en der N atur in der SpMre des 

BewuBtseins fort. (G) 

ファンタジーは自然の無意識的な創造を意識の領域でつづける

(14) Es muBte die besUindige Richtung seiner Phantasie sein, erlebte 

Wirklichkeit in das Poetische zu erheben. (G) 

ファンタジーの不変の方向性は現実の体験を詩的世界に昇華するこ

と

(15) Welches ist nun das Verh::tltnis zwischen der angesammelten 

Erfahrung und der frei schaff enden Phantasie,……(G) 

自由に創造するファンタジー

(16) Phantasie ist ・ ··in den ganzen seelischen Zusammenhang verｭ

woben. (G) 

ファンタジーは心的連関の隅々にまで織り込まれている

(17) In dem allem treten uns die Eigenschaften der dichterischen 

Phantasie in ::tuBerster SUirke entgegen: ein unwillkUrlich 

gesetzm:tBiges, vom gew{}hnlichen Leben und <lessen Zwecken 

losgelOstes Schaffen aus der FUlle der seelischen Kr:tfte. (G) 

詩的ファンタジーとは，通常の生活や生の目的から離れた，法則に

則った創作行為
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(18) Phantasie gewahrte ihm immer wieder in der Dichtung 

zeitweilige Befreiung von der Unruhe seines Lebens, indem sie 

dies Leben in die Welt des Scheins er hob. ( G) 

ファンタジーはこの世の生を仮象の世界に引き上げる

日常語のレベルでは， Einbildungskraft は Vorstellungskraft や

Phantasie や Imagination の類義語として使われているようである。ディ

ルタイの著作のなかでも， Einbildungskraft と Phantasie を入れ替えて

もおかしくないのではないかと思われる箇所がないわけではない。たとえ

ば，「経験の蓄積とファンタジーによる自由な創造とのあいだに，形姿，

状況，運命の再現とそれらの創作とのあいだに，どんな関わりがあるのだ

ろうか。ある要素を決められたとおりに結びつけてそれをふたたび表象す

る観念連合と，ある要素から新しい結合をっくりだす想像力は，きわめて

明快な境界線で互いに分けられているように見える」（33）という場合，「フ

ァンタジー」と「想像力J を使い分ける必要があるのかどうか。しかしデ

イルタイみずから「ゲーテの多方面にわたるファンタジーの中核は想像力

であった」（34）と言っているからには，ファンタジーと想像力はどこかで明

確に区別して使われているにちがいない。

用例に却して見れば，想像力は心的生によって生みだきれたものであ

り，夢と似ていて，イメージを自由に展開きせ，既存の要素を新たに結合

きせ，記憶と密接な相関関係をもち，生のなかに無意識的に別な世界をっ

くりだす。想像力とは何かを具体的によく表しているのは，（ 7 ）のゲー

テの言葉である。これらすべてを勘案すると，想像力とは実際に個々の具

体的なイメージをつくりだす力のことをいっていると思われる。

それにたいしてファンタジーは， 日常とは異なる現象として現れ，自然

と同じような形成力があり，自然と同じく創造的で，現実の体験を詩的世

界に昇華させることができ，そして心的連関のなかにくまなく織り込まれ

ている。

このように想像力とファンタジーの意味を並べて考えてみると，ファン
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タジーは人聞の本性の永遠に変わらぬ心的力に基づいていて，人間の心的

生のなかに存在するなにかある創造的カで，強力な Organisation である。

想像力が個別的にカを発揮するのにたいして，ファンタジーは想像力を手

足のように使う総合的で根源的なカである。このように考えると，先に挙

げた「ファンタジーによる自由な創造」と「新しい結合をっくりだす想像

力」の場合，このファンタジーと想像力を入れ替えることは不可能であ

る。まきしく想像力は個別的にイメージをつくりだす力であり，ファンタ

ジーはもっと根源的な創造的カだからである。ディルタイは文学の規範を

つくろうとしたとき，この詩的ファンタジーの創造的な力に着目したので

あろう。あるいは逆に，文学の創造を考えながらファンタジーに詩的創造

力を託したのかもしれない。
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